



1 年 中神 悠太 
1 年 石神 光樹 
1 年 八角 隆斗 
指導教員 システム科学技術学部 情報工学科 






























指向性を測定する実験を実験 2 とする． 
   
図 2 完成した基盤            図 3 無音室内での実験の様子 
 
 オーディオ用のスピーカは，人間の可聴範囲をフラットにカバーすることを目的と
し，20 Hz~20 kHz をなるべく平坦に出力することを目指して作られている．しかし，
パラメトリックスピーカは，超音波を搬送波とし可聴音を発生させるものであるため，
通常のスピーカとは発生する周波数の特性も異なってくるのではないかと考えた．実
験 1 はノイズや反射の影響を排除するために無響室内で行う． 



















 まず実験 1 から得られたパラメトリックスピーカのインパルス応答及び周波数特性




写真 2 完成した基盤 
かる．また，周波数特性を見ると，右肩上がりの指向性を示していることがわかる．
つまり，音の周波数が大きくなるほど音が大きくなっている．図 4 より，目測で約 18 
kHz までは 0 dB 付近の値になっているが，それ以上の周波数では，音量は急激に上昇
し 20 kHz でピークになり，それ以上は減少している．このことからこのパラメトリッ
クスピーカは高い音ほど出しやすい傾向があることがわかる．パラメトリックスピー
カ制作キットの仕様書には周波数特性は 400 Hz～5 kHz とされているが，この実験結
果のグラフからは 2 kHz～18 kHz の周波数が得意なスピーカとなっている． 
 実験 2 の測定結果をもとに作成した放射特性のグラフを図５に示す．図 5 の平面は
測定を実施した体育館の寸法を示しており，縦軸は測定した等価騒音レベルを示して
いる．なお，音量が最も高くなっている位置がパラメトリックスピーカの設置位置で







ズを発しない場合，体育館全体の平均等価騒音レベルは 24.9 dB であった．図 5 からパ

































 (b) 基準より小さい音量での測定結果  (c) 基準より大きい音量での測定結果 
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図 5 音の指向性のイメージ図 
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